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一
二

『大
乗
止
観
法
門
』
の
再
検
討

吉

津

宜

英

1

問
題

の
所
在

『大
乗
止
観
法
門
』
(以
下
で
は
本
書
と
呼
ぶ
)
は
、
撰
者
が
慧
思
で
あ

る
か
、
曇
遷
で
あ
る
か
に
就
い
て
古
来
か
ら
議
論
が
あ
る
。
天
平
年
間

の
写
本

に
両
説
が
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
賛
否
両
論
が
あ
る
。
源
信

が
弟
子
を
遣
わ
し
て
、
南
岳
慧
思

の
真
撰
で
あ
る
と
い
う
折
り
紙
を
着

け
て
、
中
国
に
伝
え
て
か
ら
、
中
国
で
は
慧
思
の
真
撰
と
し
て
扱
わ
れ
、

天
台
典
籍

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
伝
統
が
生
ま
れ
た
。

天
台

の
学
僧
で
あ
る
証
真
は
慧
思
説
を
否
定
し
、
そ
れ
以
来
本
書
が

慧
思

の
撰
述
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

来
た
。
慧
思
撰
述
説
を
め
ぐ
る
賛
否
両
論
に
つ
い
て
は
、
池
田
魯
参
氏

の
論
文

に
詳
し
い
。
池
田
氏
は
証
真

の
偽
撰
説
に
考
慮
し
、
正
面
か
ら

慧
思
真
撰
説
を
主
張
し
な
い
が
、
真
諦
門
下
と
慧
思
の
周
辺
の
人
物

の

接
点
を
探
り
、
慧
思
や
智
顕

の
教
学
に
見
ら
れ
る
心
識
論
を
検
討
し
、

本
書
が
慧
思
周
辺
の
天
台
教
学
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し

　
ユ
　

よ
う

と

す

る
。

ま
た
、
武

覚
超
氏
は
智
顕
説

・
灌
頂
記

『観
音
玄
義
』
と
本
書
の

内
容
を
対
照
し
、
両
者
に
如
来
性
悪
思
想

の
共
通
性
を
指
摘
す
る
。
慧

思
の
真
撰
と
は
認
め
な
い
が
、
本
書
は

『観
音
玄
義
』
な
ど
の
天
台
性

　　
　

悪
説
を
継
承
し
た
天
台
系

の
人
師
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

一
方
、曇
遷
で
あ
る
と
主
張
す
る
人
と
し
て
は
高
橋
勇
夫
氏
が
あ
る
。

高
橋
氏
は
本
書

の
引
用
経
論
を
検
討
し
、
『
大
乗
起
信
論
』
や

『摂
大

乗
論
』
の
依
用
や

『華
厳
経
』
「明
難
品
」

の
引
用
が
、
『続
高
僧
伝
』

曇
遷
伝
の
著
作

の
傾
向
と

一
致
す
る
か
ら
、
撰
者
を
曇
遷
で
あ
る
と
特

　ゑ

定
す
る
。

更
に
、
高
橋
氏
の
論
攷
に
高

い
評
価
を
与
え
る
柏
木
弘
雄
氏
は
本
書

の
成
立
を

『大
乗
起
信
論
』
と

『摂
大
乗
論
』
の
訳
出
さ
れ
た
直
後

の

六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
と
想
定
し
、
本
書
の
撰
者
を
曇
遷
も
し

　
　
　

く
は
彼
の
周
辺
に
想
定
す
る
こ
と
は
穏
当
な
説

で
あ
る
と
述
べ
る
。

さ
て
、
私
も
慧
思
説
か
曇
遷
説
か
と
い
う
選
択
で
い
え
ぼ
、
曇
遷
説

に
荷
担
す
る
。
た
だ
、
二
者
択

一
の
議
論

で
は
俗
に
言
う
水
掛
け
論
に

な
り
や
す

い
。
こ
の
論
文
で
は
本
書

の
内
容

か
ら
自
ず
と
浮
か
び
上
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一
三

が

っ
て
く
る
教
学
を
見
極
め
、
撰
述
者

の
範
囲
を
想
定
す
る
方
法
を
採

り
た
い
。

II

「円
融
無
碍
法
界
法
門
」
の
重
要
性

本
書

は
五
門

の
分
別
と

「礼
仏
之
法
」
と
か
ら
成
る
。
五
門
は
大
き

く
第

一
の

「止
観
依
止
」
と
第
二
門
以
下

の
四
門
に
二
分
さ
れ
る
。
三

性
を
説

明
す
る
第
二
の

「止
観
境
界
」
、
三
性
を
用

い
て
止
観
を
説
く

第
三
の

「止
観
体
状
」
、
止
観

の
実
践
に
拠

る
煩
悩

の
断
尽
を
示
す
第

四
の

「
止
観
断
得
」
、
止
観

の
実
践
の
結
果
で
あ
る
成
仏
国
土
の
世
界

を
説
く
第
五
の

「止
観
作
用
」、
こ
れ
ら
の
四
門
は
三
性

の
実
践
に
よ

る
。
実
践
的
に
は
第
二
門
以
下
の
内
容
が
重
要

で
あ
る
が
、
そ
の
実
践

を
裏
付
け
る
教
学
的
基
盤
で
あ
る
第

一
門
の

「止
観
依
止
」
に
本
書

の

特
色
が

よ
く
出
て
い
る
。

第

一
門
の
中
で
も
不
空
如
来
蔵
の
六
門
分
別

の
第

一
円
融
無
磯
法
界

法
門
が
本
書
の
教
学
の
中
心
に
な
る
。
円
融
無
擬
法
界
法
門
は
、
次

の

問
答
か
ら
始
ま
る
。

「問
日
。
不
空
如
来
蔵
者
、
為

一
一
衆
生
各
有

一
如

来
蔵
、
為

一
切
衆
生

一
切

諸
仏
唯

共

一
如

来
蔵
耶
。
答
日
。

一
切
衆
生

一
切
諸
仏
、
唯
共

一
如
来
蔵
也
。
」

(大
正
蔵
四
六
巻
、
六
四
七
頁
下
)

不
空

如
来
蔵
と
は
、

一
一
の
衆
生
の
各
々
に

一
の
如
来
蔵
が
存
在
す

る
の
か
、

一
切
衆
生
と

一
切
諸
仏
と
に
唯
だ

一
如
来
蔵
あ
り
と
す
る
の

か
と
問

い
、
後
者
と
答
え
る
。
今

の

「
一
切
衆
生
、

一
切
諸
仏
は
、
唯

だ
共

に

一
如
来
蔵
な
り
」
と
い
う
言
明
か
ら
、

一
切
の
善
悪
や
染
浄
を

一
心
か
ら
把
握
し
よ
う
と
い
う
本
書
の
教
学
が
生
ま
れ
る
。

次
に
、
二
つ
の
問
答
が
あ
る
が
、
第
二
の
問

い
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
問

日
。
如
来

之
蔵

具
如
是
等
無

量
法
性
之
時
、
為

有
差
別
、
為

無
差

別
。
」

(六

四
八
頁

上
)

こ
の
答
え
の

一
文
の
中
に

『華
厳
経
』
「夜
摩
天
宮
説
偶
品
」
の

「心

仏
及
衆
生
是
三
無
差
別
」
(大
正
蔵
九
巻
、
四
六
五
頁
下
段
)
の

一
句
が
引

用
さ
れ
る
。
こ
の
偶
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

『華
厳
経
』
の
唯
心
説
が
、

本
書

の
教
学

の
中
核
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

更

に
、
答
え
の
次
の

一
段
に
は

『華
厳
経
』
「明
難
品
」
が
集
中
的

に
引
用
さ
れ
る
。

「是

故
経
言

、
讐
如

明
浄
鏡

、
随
対
面
像
現
、
各
各
不
相
知
、
業
性
亦
如

是
。

(中

略
)
。
又
復
長
行

間
云
、
心
性
是

一
者
、
此
拠
法
性
体
融
説
為

一
也
。

云

何
能

生
種
種
果
報
者
、

謂
不
解
無

差
別
之
差
別
、
故
言
云
何
能
生
種

種
果
報

也

。
此
修

多
羅
中
喩
意

、
偏
明
心
性
能
生
世
間
果
報
。
今
即
通

明
能
生
世
出

世
果

、
亦
無
所
妨
也

。
是
故
論
云
、
三
者
用
大
。
能
生
世
間
出

世
間
善
悪
因

果
故

。
以
此
義
故
、

一
切
凡
聖

一
心
為
体
、
決
定
不
疑
也
。

又
復
経

言
、

一

切
諸

仏
法
身
唯
是

一
法
身
者
、
此
即
証
知

一
切
諸
仏
同

一
真

心
為

体
。

以

一

切
諸
仏

法
身
是

一
故
、

一
切
衆
生
及
与
諸
仏
即
同

一
法
身
也
。
何

以
故
。
修

多
羅
為

証
故
。
所
証

云
何
。
謂
即
此
法
身
流
転
五
道
説
名
衆
生

、
反
流
尽
源

説
名
為
仏

。
以
是
義
故

、

一
切
衆
生

一
切
諸
仏
、
唯
共

一
清
浄

心
、
如
来
之

蔵
平
等
法
身
也

。
」

(六
四
八
頁
下
ー
六
四
九
頁
上
)

こ
こ
で
、
『華
厳
経
』
「明
難
品
」

の

「業
果
甚
深
」

の

一
文

(大
正
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一
四

蔵
九
巻
、
四
二
七
頁
下
)
を
引
用
す
る
。
次
に

「又
復
長
行
問
云
」
以
下

も

「明
難
品
」

の

「縁
起
甚
深
」
の
冒
頭
の

一
文

(同
、
四
二
七
頁
上
)

の
引
用

で
あ
る
。

こ
の

「明
難
品
」
冒
頭
の
文
殊
菩
薩
の
質
問

「心
性

は
是
れ

一
な
る

に
、
云
何

が
能
く
種
種

の
果
報
を
生
ず
る
や
」
と
い
う
問
い
と
そ
の
解

釈
は
本
書

の
引
用
の
中

で
も
最
も
大
切
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
心
観

の
立
場
と
染
浄
両
方
と
の
関
連
、
あ
る
い
は

一
如
来
蔵
心
と

一
切
諸
仏

と

一
切
衆
生
の
共
存
を
証
明
す
る
鍵
に
な
る

一
文
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。

「又
復
経
言
」

の
引
用
は
、
ま
た

『華
厳
経
』
「明
難
品
」
の

「
一
乗

甚
深
」
(同
、
四
二
九
頁
中
)
の
引
用
で
あ
る
。
実

に
こ
の
一
段
に

「明

難
品
」
が
三
カ
所
引
用
さ
れ
て
い
る
。
先

の

「説
偶
品
」

の

一
文
を
加

え
、
『華
厳
経
』
の
引
用
は
四
回
と
な
る
。
華
厳
教
学
の
心
識
説

に
拠
つ

て
、
本
書

の
教
学
の
中
核
が
固
め
ら
れ
て
い
る
。

皿

華
厳
経
の
唯
心
説
の
重
視

本
書
の
教
学

の
中
核
と
考
え
る

「円
融
無
碍
法
界
法
門
」
の
引
用
の

検
討
の
結
果

『華
厳
経
』
の

「明
難
品
」
や

「説
偶
品
」

の
唯
心
説
が

重
要
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
た
が
、
こ
の
部
分
だ
け
の
特
色
で
は
な

い
。

　ら
　

本
書
全
体

の
傾
向
で
あ
る
。

先
ず
、

「弁
釈
名
義
」

の

「仏
性
」
を
解
釈
す
る

一
段

で
、
次

の
よ

う
な
問
答

が
あ
る
。

「問

日
。
若
就
本
無
不
覚

、
名
為
覚
者
、
凡
夫
即
是
仏
、
何
用
修
道
為
。
答

日
。

若
就
心
体
平
等
、
即
無
修
与
不
修
、
成
与
不
成
、
亦
無
覚
与
不
覚
。
但
為
明

如
如
仏
故
、
擬
対
説
為
覚
也
。
又
復
若
拠
心
体
平
等
、
亦
無
衆
生
諸
仏
与
此

心
体
有
異
。
故
経
偶
云
、
心
仏
及
衆
生
是
三
無
差
別
。
然
復
心
性
縁
起
法
界

法
門
法
爾
不
壊
、
故
常
平
等
常
差
別
。
常
平
等
故
、
心
仏
及
衆
生
是
三
無
差

別
。
常
差
別
故
、
流
転
五
道
説
名
衆
生
。
反
流
尽
源
説
名
為
仏
。
以
有
此
平

等
義
故
、
無
仏
無
衆
生
。
為
此
縁
起
差
別
義
故
、
衆
生
須
修
道
。」
(六
四
三
下
)

も
し
本
来
自
性
清
浄
で
あ
り
、無
明
の
不
覚

が
存
在
し
な
い
な
ら
ぼ
、

凡
夫
も
本
来
仏
に
な
る
、
ど
う
し
て
修
道
実
践
を
必
要
と
す
る
の
か
、

と
い
う
本
覚
思
想

の
古
典
的
な
疑
問
で
あ
る
。

「説
偶
品
」
の

「心
仏

及
衆
生
、
是
三
無
差
別
」
の
引
用
が
あ
り
、

「常
平
等
常
差
別
」
と
あ

る
こ
と
に
着
目
す
る
。
常
平
等

で
あ
る
か
ら
、
先
の

「説
偶
品
」
の
よ

　
　
　

う
な
説
示
が
あ
り
、
ま
た
常
差
別
で
あ
る
か
ら

『不
増
不
減
経
』
の
よ

う
に
も
説
か
れ
、
衆
生
に
は
絶
え
ざ
る
修
行
が
必
要
と
な
る
。

次
に
、

「出
体
状
」
の
中
で
先
に
検
討
し
た

「円
融
無
碍
法
界
法
門
」

の
直
前

の

「具
足
染
法
」

の

一
段
に
次
の
よ
う

に
言
う
。

「次

明
具
足
染
法
者
、
就
中
、
復
有

二
種
差
別
。

一
明
具
足
染
性
、
二
明
具
足

染
事
。
初

明
具
足
染
性
者
、
此

心
錐
復
平
等
離
相
、
而
復
具
足

一
切
染

法
之

性

、
能

生
生
死

・
能
作
生
死
。

是
故
経
云
、
心
性

是

一
、
云
何
能
生
種
種
果

報
。

即
是
能
生

生
死
。
又
復
経

言
、
即
是
法
身
流

転
五
道
説
名
衆
生
。

即
是

能
作
生
死
也
。
」

(六

四
六
中
-

下
)

こ
こ
は
染
浄
二
法
を
具
足
す
る
内
の
染
性
を
具
す
る
部
分
で
あ
る
が
、

一
心
平
等

の
立
場
で
あ
り
つ
つ
、
い
か
に
生
死
流
転

の
様
相
が
あ
る
か

に
つ
い
て
、
『不
増
不
滅
経
』
と
共
に

「明
難
品
」

の

一
心
観

の
縁
起
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一
五

甚
深

の

一
文
を
引
用
す
る
。

W

有
即
非
有

・
非
有
即
有

の
基
調

本
書

の
教
学
は

『華
厳
経
』
の
唯
心
観
を
中
心
と
す
る
。
と
り
わ
け
、

一
心
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
に
種
種
の
染
浄
の
果
報
が
あ
る
の
か
と
い

う

「明
難

品
」
の

「
一
心
」
、
縁
起
甚
深
が
重
視
さ
れ
る
。
更
に

一
心

と
種
種
と

の
相
関

の
論
証
に
お
い
て
空

の
教
え
が
重
要
と
な
る
。

本
書
全

編
を
通
し
て
見
る
と
、
本
書
の
空

の
弁
証
に
は

「有
即
非

有
」
、
も
し
く
は

「非
有
即
有
」
と
い
う
表
現

で
、
有
と
非
有
と
の
相

即
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
は
全
編
に
見
ら
れ
る
基
調
で
あ
る
が
、
い
ま

は
本
童
昌
目
頭
の
外
人
と
沙
門
の

一
問

一
答
か
ら
見
て
み
よ
う
。

「外

人
日
。
善
哉
、
願
説
充
満
我
意
。
亦
使

蝕
人
展
転
利
益
、
則
是
伝
燈
不
絶
、

為
報
仏
恩
。

沙
門

日
。
諦

聴
善
摂

、
為

汝
説
之
。
所
言
止
者

、
謂
知

一
切
諸
法
、
従
本

已

来
、
性
自
非
有
、
不
生
不
滅
。
但
以
虚
妄
因
縁
故
、
非

勇
而
有
。
然
彼
有

法
、

有
即
非
有

。
唯
是

一
心
、
体
無

分
別
。
作
是
観
者

、
能

令
妄
不
流
、
故
名
為

止
。
所
言
観
者
、
錐
知
本
不
生
今
不

滅
、
而

以
心
性
縁
起

、
不
無
虚
妄
世

用
。

猶
如
幻
夢
、
非
有
而
有
、
故
名
為

観
。
」

(六
四
二
頁
上
)

有
る
外
人
が
沙
門
に
大
乗
の
行
法
の
説
示
を
懇
願
し
、
沙
門
が
全
体

的
な
止
観

の
内
容
を
示
す

一
段
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
書

の
綱
格
が
明
示

さ
れ
る
。

「有
即
非
有
」
が

一
心
で
あ
り
、
止
の
実
践
に
繋
が
り
、
「非

有
而
有
」
が
種
種
で
あ
り
、
観
の
認
識
に
な
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

総
じ
て
、
有
と
非
有
、
非
有
と
有
と
の
相
即
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

一
般
的
な

『起
信
論
』
な
ど
の
如
来
蔵
仏
教

の
空
と
不
空

で
は
、
不

空
は
仏
徳
の
内
容
を
示
し
、
染
浄
二
法
で
言
え
ぼ
浄
法
を
含
意
す
る
。

一
切
の
差
別
や
妄
念
の
世
界
を
捨
離
し
た
空
を
基
盤
に
、
不
空

の
仏
徳

の
世
界
が
立
ち
現
れ
る
。
空
か
ら
不
空

へ
と
い
う

一
方
向
性
が
あ
る
。

そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
本
書

で
は
不
空
が
染
浄

双
方
を
包
含
し
、
不
空

の
概
念
が
広
い
。
し
か
も
、
不
空
の
種
種
性
と

一
心
と
の
相
互
性
が
あ

り
、
そ
の
相
互
性
を
独
自
の
空
の
説
相
、
す
な
わ
ち

「有
」
と

「非
有
」

　ヱ

の
相
即
で
証
明
す
る
。

V

常
平
等
常
差
別
の
論
理

一
心
と
種
種
な
る
世
界
と
の
相
互
性
は
、
こ
の
よ
う
に

「有
即
非
有
・

非
有
即
有
」

の
空

の
弁
証

に
支
え
ら
れ
る
。
三
性
の
止
観
の
実
践
に

よ
つ
て
、

一
心
観

で
あ
る

「心
性
縁
起
」

へ
の
認
識
を

一
切
衆
生
の
救

済
の
方
向
に
深
め
、

一
切
諸
仏
の
出
現
の
次
元

に
高
め
て
ゆ
く
。
そ
こ

に

「性
起
」
を
見
る
。

こ
の
よ
う
な

一
心
と
種
種
な
る
世
界
と
の
相

即
が
、
本
書
で
は
よ
く

「常
同
常
別
」
と
か
、
「常
平
等
常
差
別
」
と
い
う

一
句
で
表
現
さ
れ
る
。

既
に
先

に
引
用
し
た

一
段
に
も

「常
平
等
常
差
別
」
と

い
う
表
現
が
出

て
い
た
。
こ
こ
で
は
不
空
如
来
蔵

「蔵
体

一
異
」

の

「真
体
在
障
出
障

之
理
」

の
項
を
引
用
し
ょ
う
。

「問

日
。
既
言
有
平
等
之
差
別
能
所
、
亦
応
有
自
体

在
障
出
障
耶
。
答

日
。
亦
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一
六

得
有
此
義
。
謂
拠
染
性
而
説
無

一
浄
性
而
非
染
、

即
是
自
体
為
能
障
、
自
体

為
所
障
、
自
体
為
在
障
。
就

浄
性
而
論
、
無

一
染
性
而
非
浄
。
即
是
自
体
為

能
除
、
自
体
為

所
除
、
自
体
為

出
障

。
是
故
染
以
浄
為
体
、
浄
以
染
為
体

。
染

是
浄
、
浄
是
染
。

一
味
平
等

、
無
有
差
別
之
相
。
此
是
法
界
法
門
、
常
同
常

別
之
義
。
不
得
聞
言
平
等
便
謂
無

有
差
別
。
不
得
聞
言
差
別
便
謂
乖
於
平
等

也

。」

(六
四
九
下
-
六
五
〇
上
)

染
浄

に
つ
い
て

「常
同
常
別
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
他
、

「因
果
法

身
名
別
之
義
」
の

一
段
で
も
諸
仏
と
衆
生
の
法
身
が

「常
同
常
別
」
(六

四
九
上
―
中
)
と
説
か
れ
、
更
に

「事
用
相
摂
之
相
」
に
お
い
て
も

一

念

.
一
塵

の
事
実
と
三
世

・
十
方

の
世
界
と
の
関
係
が

「常
同
常
異
」

(六
五
〇
上
)
と
語
ら
れ
る
。

一
心

の
平
等
性
と
種
種
の
差
別
性

と
が
同
時
に
成
り
立

つ
。
先
に

「円
融
無
碍
法
界
法
門
」
で

「
一
切
衆
生
と

一
切
諸
仏
と
は
唯
だ
共
に

一
如
来
蔵
な
り
」
と
述

べ
て
い
た
内
容
で
あ
る
。
こ
の
内
容
の
論
証
の

た
め
に
、

『華
厳
経
』

「明
…難
品
」
な
ど
の

一
心
観
が
引
用
さ
れ
、
『起

信
論
』
の
止
観
や

『摂
大
乗
論
』
の
三
性
説
が
依
用
さ
れ
る
。

本
書
の

「性
起
」
思
想
と
称
し
て
も
よ
い

「常
平
等
常
差
別
」
と
類

似
の
表
現
が
、
澄
観

の

『華
厳
経
疏
』
お
よ
び

『演
義
紗
』
の
中
に
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
八
十
巻

『華
厳
経
』
「菩
薩
問
明

品
」

の
註
釈
の
場
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
用
例
で
あ
る
。
例
え
ぼ

『華

厳
経
疏
』

に
は

「上
第

二
疑
云
、
為
是

種
種
、
為
是

一
性
。
今
答

云
、
常
種
種
常

一
性
」

(大

正
蔵

三
五
巻
、
六
〇
四
頁
中
)

こ
の

「問
明
品
」
の
文
殊

の
質
問
は

「
一
心
な
ら
ぼ
、
種
種
で
あ
る

の
か
」
、

「種
種
な
ら
ぼ
、
空
で
あ
る
の
か
」
、

そ
し
て

「空

で
あ
る
な

ら
ぼ
、

一
心
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
よ
う
に
三
者
が
相
互
に
関
係
づ
け

て
問
わ
れ
る
。
澄
観
は
そ
の
答
え
を

「常
種

種
、
常

一
性
」
と
言
い

切
っ
た
。
常
に

一
心
性
で
あ
り

つ
つ
、
常
に
種
種

の
現
実
で
あ
る
と
言

う
。
『演
義
紗
』
で
も
こ
の
部
分
を
細
釈
し
て
、
同
様

の
フ
レ
ー
ズ
を

繰
り
返
す

(大
正
蔵
三
六
巻
、
二
四
七
頁
中
、
二
四
八
頁
中
)。

こ
の
よ
う
な
澄
観
の
用
例
が
、
本
書
の
影
響

で
あ
る
か
ど
う
か
は
判

断

で
き
な
い
。
た
だ
、
澄
観
が
曇
遷

の

『華
厳
経
』
「明
難
品
」
の
註

釈

で
あ
る

『華
厳
明
…難
品
玄
解
』
に
拠
る
と
思

わ
れ
る

「十
甚
深
」
に

言
及
し

つ
つ
、
し
か
も
こ
の
よ
う
な
類
似

の
表

現
を
す
る
と
こ
ろ
に
は
、

　　
　

全
く
無
関
係
と
言
い
切
れ
な
い
も
の
を
感
じ
る
。

W

ま
と
め
と
展
望

以
上
、
本
書

の
撰
者
を
巡
っ
て
慧
思
で
あ

る
か
、
曇
遷
で
あ
る
か
、

あ
る
い
は
他
の
第
三
者
で
あ
る
か
と

い
う
諸
説
が
あ
る
な
か
で
、
先
ず

教
学
の
内
容
自
体
か
ら
撰
者
の
実
像
に
迫
る
と

い
う
視
点
を
確
立
し
よ

う
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
書
は

『華
厳
経
』
の
唯
心
説
を
中
心
に
据
え
た
独
特

の
華
厳
教
学

で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

「常
平
等
常
差
別
」
の
フ

レ
ー
ズ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
心
観
と
染
浄

な
ど
の
差
別
相
、
あ
る

い
は
諸
仏
と
衆
生
の
世
界
と
が
常
に
共
存
す
る
よ
う
な
教
学
で
あ
る
。
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一
七

そ
の
根
底
に

「有
即
非
有

・
非
有
即
有
」
と
繰
り
返
さ
れ
る
空

の
弁
証

が
存
在

し
て
い
る
。
こ
の
空
を
ベ
ー
ス
に
し
て
一
心
と
種
種
相
と
が
相

互
に
関
連
し
合
う
こ
と
は
ま
さ
に

『華
厳
経
』
「明
難
品
」
の
基
本

テ
ー

マ
で
あ

る
。
本
書
の
撰
者
も

「明
難
品
」
を
重
ん
じ
る
よ
う
な
華
厳
教

学
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
華
厳
教
学
を
理
論
的

・
実
践
的
に
支
え
る
も
の
と
し
て

『起
信
論

』
の
教
学
が
あ
り
、
『摂
大
乗
論
』
の
三
性
説
が
あ
る
。
華
厳

教
学
が
目
的
で
あ
り
、

『起
信
論
』
や
三
性
説
は
手
段
で
あ
る
と
認
定

す
る
。

そ
の
逆
で
は
な
い
。
『起
信
論
』
自
体
と
真
諦
三
蔵
と
の
結
び

　
　
　

つ
き
に
お
い
て
疑
問
の
あ
る
現
在

の
学
会
の
状
況
を
考
慮
し
て
、
ま
た

こ
の

『
大
乗
止
観
法
門
』
に
お
い
て
三
性
説
を
用
い
る
に
し
て
は

『摂

大
乗
論
』
の
論
名
自
体

へ
の
言
及
が
無
い
事
実
を
勘
案
し
て
、
本
書
を

必
要
以
上
に
真
諦
三
蔵

の
世
界
に
近
づ
け
る
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
。
現

段
階
で
は
、
先
学
も
本
書
の
内
容
と
慧
遠
や
曇
延

の
教
学
と
の
類
似
性

　
り
　

を
指
摘

し
て
お
り
、
本
書
は
地
論
学
派
と
の
関
連
性
が
強

い
と
言

い
う

る
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

一
体
、
こ
の
よ
う
な
教
学

の
内
容
を
あ
の
天
台
智
顕
の

師

で
あ

る
慧
思
に
結
び

つ
け
て
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
こ
れ
は
慧
思
教
学

の
立
場
か
ら
更
な
る
検
討
が
要
請
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
天
台
性
悪
思
想

の
流
れ

の
中

で
成
立
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
も
、
天
台
性
悪
思
想
そ
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
の
問
題

か
ら
改

め
て
再
検
討
し
た
上
で
結
論
の
出
る
こ
と
で
あ
る
。

私
は
こ
の
小
論
で

「有
即
非
有

・
非
有
即
有
」
の
主
張
と
智
假
が
引

用
す
る

『亡
是
非
論
』

の
内
容

の
相
関
性
を
示
唆
し
、
ま
た

「常
平
等

常
差
別
」
の
主
張
と
澄
観
の
類
似
の
表
現
と
の
連
関
の
可
能
性
に
言
及

し
た
。
こ
れ
ら
も
現
在
で
は

一
つ
の
提
案
に
過
ぎ
な
い
、
た
だ
、
こ
れ

ま
で
日
本

の
八
世
紀

の
天
平
年
間
に
言
及
さ
れ
て
以
降
は
、

一
二
世
紀

ま
で
本
書
関
連

の
記
事
が
何
も
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
現
在

の

段
階
で
、
内
容
の
検
討

の
結
果
と
し
て
、
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け

て
の
中
国
の
文
献
に
若
干
の
関
連
事
項
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
細
か
い
検
討
の
結
果
、
思

い
が
け
な
い
事
実
が
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
私
と
し
て
は
、
先
入
見
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、
若

年
の
地
論

の
学
問
を
下
敷
き
に
し
て
、
後
半

生
に
摂
論

の
学
を
究
め
た

曇
遷
の
よ
う
な
人
物
が
、
こ
の
よ
う
な
華
厳
教
学
主
体
の

『大
乗
止
観

法
門
』
を
撰
述
し
た
と
考
え
る
の
は
妥
当
で
あ
る
と
い
う
暫
定
的
な
判

断
を
提
案
し
て
お
く
。

1

池
田
魯
参

「
『大
乗

止
観

法
門
』
研
究
序
説
―
典
籍
及
び
研
究
―
」

(『
駒

澤
大
学
仏
教
学
部

論
集
』
第
五
号
、

一
九
七
四
年

一
二
月
)
参

照
。

さ
ら

に
池
田
氏

に
は

「天
台
智

顕

の
地
論
摂

学
論

に

つ
い
て
」

(
『印
度
学
仏

教

学
研
究
』
三
〇
-
二
、

一
九

八
二
年

三
月
)
、
同

「天
台
教
学
と
地
論
摂
論

学
」

(『仏
教

学
』

一
三
号
、

一
九

八
二
年

四
月
)、
同

「南
岳
慧

思
伝

の
研

究
―

『大
乗
止
観

法
門
』

の
撰
述
背

景
―
」

(『
多

田
厚
隆
先
生

頌
寿
記
念

論
文
集

・
天
台
教
学

の
研
究

』
所
収

、

一
九

八
二
年

)
な
ど

の
論
文

が
あ

る
。
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一
八

2

武

覚
超

『
天
台
教
学

の
研
究
』

(法
蔵
館
、

一
九
八
八
年

一
〇
月
)
所

収

「第
六
章
　

天
台

の
性
悪
説
と

『大
乗
止
観
法
門

』」

を
参

照
。

3

高
橋
勇
夫

「大
乗
止
観

法
門

の
内
容

に
関

す
る
研
究
」

(
『東

洋
大
学
論

纂
』
第

二
号

、

一
九

四

二
年
九
月
)
、

「
大
乗
止
観

法
門

の
撰

者

に
就

て
」

(『
仏
教
研
究
』
六
-

四
、

一
九
四
二
年

一
一
月
)

と
参
照
。

4

柏
木
弘
雄

『
大
乗
起
信
論

の
研
究
―
大
乗
起

信
論

の
成
立

に
関

す

る
資

料
論
的
研
究

―
』

(春
秋
社
、

一
九

八

一
年

二
月
)

「第

二
章
　

起

信
論
伝

播
直
後

の
三
部
作
」
「第

四
節
　

起
信
論
か
ら
大
乗
止
観
法
門

へ
」
を
参
照
。

5

先

の
高
橋
勇
夫

「大
乗

止
観
法
門

の
内
容

に
関

す
る
研
究

」
を
参
照
。
高

橋
氏

の

一
覧
表

の
内

(十
九
)

の

「清
浄
法
中
、
不
見

一
法
増
、

(中
略
)
、

煩
悩
法
中
、
不
見

一
法
減
」

(大
正
蔵

四
六
巻
、
六
四
六
頁
下
)

の

一
文
は

直
接

は

『十

地
経
論
』

(大
正
蔵

二
六
巻
、

一
五
八
頁
中
)

の
趣

意

の
引
文

で
あ
る
が
、

こ
れ
も

『
華
厳
経
』
「十
地
品
」
第

三
地
に
関

わ

る
。

こ
の

一

文
と

一
致
す

る
も

の
が
新

羅

の
義
湘

の

『
一
乗
法
界
図
』
(大

正
蔵
四
五
巻
、

七

一
四
頁
中

)

に
引
用

さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
佐
藤

厚
氏

の
御
教

示
を
受

け
た
。

6

『
不
増
不
減
経
』
に

「
即
此
法
身
過
於
恒
沙
無

辺
煩
悩
所
纏
、
従
無
始
世

来
随
順
世
間
波
浪
漂
流
往
来
生
死
名
為
衆
生
」
(大
正
蔵

一
六
巻
、
四
六
七

頁
中
)
と
あ

る
に
よ
る
。
慧
遠
も

『
大
乗
義
章
』

「八
識
義

」
な
ど

で
同
様

の
文
章

で
引
用

す
る
。

7

智
儼

が

『
孔
目
章
』
巻

四
の

「性
起
品
明
性
起
章

」

(大
正
蔵

四
五
巻
、

五
八
〇
頁
下

-
五
八

一
頁
中
)

に
お
い
て
曇
遷

の

『
亡
是

非
論
』

を
引
用

す

る
こ
と

に
私

は
着

目
す
る
。
こ
の
是
と
非
と
を
亡
ず

る

『亡
是
非
論
』
の

内
容
が
十
地

の
修
行

の
極

地
と
し
て
如
来

の
出
現
を
意
味
す

る

「性
起
」
に

順
ず

る
と
智

儼

に
よ

っ
て
認
定

さ
れ
、
ど
う

し
て

こ
こ
に
収
録

さ
れ
た

の

で
あ

ろ
う
か

と
長
年

疑
問

に
思

っ
て
い
た
。
『
大
乗
止
観
法
門
』
の
内
容

は

止
観

の
実

践

に
よ

る

「性
起
」

の
実
現

で
あ

り
、

そ

の
基

礎
理
論

と
し

て

「有
」
と

「非
有
」
、

さ
ら
に

「是
」

と

「非
」

と
の
融

即
に
拠

る
両
極

の

捨
離

が
説

か
れ

て
い
る
。
智
撮

は
こ
の

『亡
是
非
論
』

の
内
容

の
延
長
線

上
に

『
大
乗

止
観

法
門
『

の
よ
う
な
教
学
を
認
識

し
て
い
た

の
で
は
な

い

か
と
想
像

し
た
。
『
亡
是
非
論
』
か
ら

『
大
乗

止
観
法
門
』

へ
と

い
う
教
学

の
展
開

は
自
然

で
あ

る
。

8

『華
厳
経

』

「明
難
品
」

の
縁
起
甚
深

の
原
意

と
、
法
蔵

と
澄
観

の
解
釈

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
『華
厳
経
』

「明
難
品
」

の
縁
起
甚
深

に

つ
い
て
―

法
蔵

と
澄
観

の
解

釈

の
相
違

を
め
ぐ

っ
て
―
」

(
『中
村
璋

八
博

士
古
稀
記

念
東
洋
学
論
集
』
所
収

、
汲
古
書
院
、

一
九
九
六
年

一
月
)
を
参

照
。

9

『
起
信
論
』
の
成
立

の
問
題
に

つ
い
て
は
、
柏
木
氏

の
著
書

以
降

は
、
竹

村
牧
男

『大
乗
起
信

論
読
釈
』

(山
喜
房
仏
書
林
、

一
九
八

五
年

一
〇
月
)

が
注
目
さ
れ

る
。
竹
村
氏

は
北
魏

の
菩
提
流
支
三
蔵

の
訳
業

と

『
起
信
論
』

の
内
容
を
関
連

づ
け
た
。

こ
れ

は
現
在

の
と

こ
ろ
最
も
傾
聴

に
値
す

る
学

説

で
あ

る
と
私

は
思

う
。
今
後
、
こ
の
竹
村
説
を
再
検
討

し
、
さ
ら
に

『起

信
論
』
と
真
諦
三
蔵

と

の
関
連

の
批
判
的
研
究

の
遂
行
が
必
要
と
考
え

る
。

10

柏
木
弘
雄

・
前
掲

書

に
本
書

の

『起
信
論
』

の

「用
大
」

の
引
用

(大

正
蔵

四
六
巻
、
六

四
八
頁
下

二

一
行
)

と
慧
遠

の
解
釈

と

の
類

似
性

が
指

摘
さ
れ

(
二
四
八
頁

注

(8
)
)
、
ま
た

『
起
信
論
』

の
内
容

に

『
摂
大
乗

論
』

に
由
来

す
る
三
性
説

が
極

め
て
形
式
的

に
依
用

さ
れ
る
こ
と
が
曇
延

の

『起
信
論
疏
』
と
共
通
性

を
有
す

る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
る

(
二
四
九

頁
)
。

<キ
ー

ワ
ー
ド
>

大
乗
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、
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、
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大
学
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、
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士
)
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